
 
 

   

STEMPRO® MSC SFM 
 
GIBCO® STEMPRO MSC SFM は、ヒト間葉系幹細胞（MSC）の増殖用に開発されました。STEMPRO MSC 
SFM を用いることで、多分化能（骨形成、軟骨形成、脂質形成細胞系への分化能）を維持しながら、ヒト MSC
を長期的に増殖させることが可能となります。 
 
 

内容 カタログ番号 内容量 
  
STEMPRO MSC SFM には以下の試薬が含まれます。 
  

STEMPRO MSC SFM 基礎培地 
STEMPRO MSC SFM 添加剤 

 
A10332-01 

 
A10334-01 
A10333-01 

 
1 Kit 

 
1 x 500 mL 
1 x 75 mL 

注：STEMPRO MSC SFM はキットとして提供しており、構成品の個別販売はしておりません。 
 
 
 
使用目的 

研究用です。注意：ヒトまたは動物の診断や治療に

使用することはできません。 
 
注意事項 

使用前にSTEMPRO MSC SFM添加剤を 2～8°Cで

1 晩かけて解凍させることを推奨します。解凍した試

薬は、直ちに使用するか、未使用分を分注（15 mL）
して－5～－20°C で保存してください。凍結と解凍

の繰り返しは避けてください。 
 
STEMPRO MSC SFM 完全培地（基礎培地、添加剤、

L-グルタミン含有）は、暗所、2～8°C で保存した場

合、4 週間安定です。 
 
保存 

STEMPRO MSC SFM基礎培地：2～8°Cで保存。遮

光。 
STEMPRO MSC SFM 添加剤：－5～－20°C で保存。

遮光。 
 
有効期間 

STEMPRO MSC SFM 基礎培地：12 ヵ月間 
STEMPRO MSC SFM 添加剤：12 ヵ月間 
 
培養条件 

STEMPRO MSC SFM 完全培地中でヒト間葉系幹細

胞を培養する場合の標準的な条件は、CO2 濃度 4
～6%、36～38°C です。CELLstart™でコーティング

した培養フラスコ等（T25 フラスコなど）を用いて、

STEMPRO MSC SFM 完全培地中で、通常の無菌

環境下により培養可能です。培養フラスコ内のエア

レーションが適切に行われていることを確認してくだ

さい。培養液は過度に光に当てないよう注意してく

ださい。 

培地の調製 

STEMPRO MSC SFM 基礎培地は、STEMPRO MSC 
SFM 添加剤および L-グルタミンの添加が必要で

す。 
 
• 完全培地 100 mL を調整するためには、

STEMPRO MSC SFM 基礎培地 84 mL に

STEMPRO MSC SFM 添加剤 15 mL を無菌的に

添加します。 
• 完全培地の使用前に、L-グルタミン（200 mM）

（25030）または GLUTAMAX™-I （200 mM） 
（35050）1.0 mL を無菌的に添加します。 

• 必要な場合は、ゲンタマイシン溶液（15710）
50μL を完全培地に添加します。 

 
凍結保存ヒト MSC の解凍： 

1. 凍結細胞バイアルを 37°C の恒温槽で迅速に

解凍してください。 
2. 凍結保存バイアルの細胞溶液をすべて、50 

mL コニカルチューブに移してください。 
3. このコニカルチューブに予め 37°C で温めた

STEMPRO MSC SFM 完全培地 5～10 mL を

10 秒毎に約 3～5 滴の割合で慎重に添加しま

す。添加する毎に、穏やかに混合してくださ

い。 
4. このコニカルチューブの溶液をすべて

CELLstart™でコーティングした組織培養フラ

スコに移してください。コーティングの詳細は
「培養フラスコの CELLstart™コーティング」の
項をご覧ください。 

5. CO2濃度 4～6%、36～38°C でインキュベート

してください。 
6. 解凍から24時間後に培地を交換してください。

詳細は「STEMPRO MSC SFM による細胞の継
代培養」の項をご覧ください。 

 



 

   

STEMPRO MSC SFM による細胞の培養条件 

STEMPRO MSC SFM は、ヒト骨髄由来 MSC の初

代培養細胞の分離および増殖用に開発されました。

STEMPRO MSC SFM の最適な細胞濃度は 1.0×
104 細胞/cm2 以上になります（「STEMPRO MSC 
SFM での細胞増殖」項のステップ 11 をご覧くださ

い）。播種密度が低いと、細胞増殖速度が遅くなる

可能性があります。アプリケーションごとに至適培養

条件を決定する必要があります。 
STEMPRO MSC SFM でヒト MSC を継代する場合、

継代前に、細胞が 60～80%コンフルエント、細胞生

存率が 90%以上、増殖速度が対数増殖期であるこ

とを推奨します。至適以下の条件で培養すると、十

分な増殖が得られない可能性があります。 
 
最適な培養条件と細胞増殖を実現するため、2日お

きに新しい STEMPRO MSC SFM完全培地に交換し

てください。 
 
注：以下に詳述するプロトコールは T25 培養フラス

コ（25 cm2）で行う培養プロトコールです。容量は必

要な容器の大きさに従って調整する必要がありま

す。 
 
A. 培養フラスコの CELLstart コーティング 

1. CELLstart™（A10142）をDPBS（14190）で 1：
100 の割合で希釈します（例：DPBS 5 mL に

CELLstart™を 50μL 添加）。穏やかにピペッテ

ィングして混合してください。ボルテックスは避

けてください。各 T25 培養フラスコに調整した

CELLstart™溶液を 5 mL ずつ添加することに

よりコーティングします。 
 
2. CELLstart™溶液を添加した培養フラスコをイ

ンキュベーターに入れ、CO2 濃度 4～6%、36
～38°C で 60 分間インキュベートしてください。 

 
3. インキュベーション後、使用するまでフラスコは

インキュベーター外に出しておきます。使用直

前に CELLstart™ 溶液を除き、 STEMPRO 
MSC SFM 完全培地を加えてください。 

 
B. STEMPRO MSC SFM での細胞増殖 

1. 顕微鏡で培養フラスコを観察し、細胞が継代可

能な状態（80%コンフルエント以下）であること

を確認します。 
2. TrypLE™および STEMPRO MSC SFM を使用

前に 37°C に温めておきます。 
3. ピペットを用いて現在の培地をフラスコから除

いてください。 
4. 細胞を DPBS で洗浄し、洗浄後 DPBS を除い

てください。 

5. T25 フラスコに TrypLE を 1.0 mL 添加し、フラ

スコを全方向に傾けて溶液が均等に行き渡る

ようにします。細胞にTrypLEを添加して、36～
38°Cのインキュベーター内で、5～10分間イン

キュベートしてください。 
6. インキュベーション後、フラスコを顕微鏡で観察

し、細胞の剥離状態を確認します。必要に応じ

てフラスコを強めにたたき、細胞の剥離を促し

ます。 
7. 細胞が剥離したら、フラスコ内が完全に浸る量

の DPBS を添加します。細胞の懸濁液を滅菌
済み 15 mL コニカルチューブに回収します。フ
ラスコを強めにたたき、DPBS で再度洗浄した
後、懸濁液を回収します。 

8. チューブを1500 rpm（466×g）で5分間遠心し

ます。 
9. DPBS を除き、適量の温めた STEMPRO MSC 

SFM 完全培地に細胞を再懸濁します。この細

胞懸濁液からサンプルを一部取り、適切な計

数法（血球計など）により細胞を計数します。 
10. 各コーティング済みフラスコから CELLstart 溶

液 を 除 去 し （ 詳 細 は 「 培 養 フ ラ ス コ の
CELLstart コーティング」の項をご覧ください）、
STEMPRO MSC SFM 完全培地 5 mL を添加し

てください。 
11. 1×104 細胞/cm2（2.5×105 細胞/T25 フラス

コ）になるよう各フラスコに十分な量の細胞懸

濁液を添加します。フラスコを穏やかに振って

細胞が均等に分散するようにします。 
12. インキュベーターに培養フラスコを入れ、CO2

濃度 4～6%、36～38°C で 5～10 分間インキ
ュベートします。 

13. 2 日おきに、温めた STEMPRO MSC SFM 完全

培地に交換します。 
 
STEMPRO MSC SFM 中の細胞の凍結保存 

1. STEMPRO MSC SFM 基 礎 培 地 に 25% 
STEMPRO MSC SFM 添加剤および 10%ジメ
チルスルホキシド（DMSO）を添加し、凍結保
存液を調製します。 

2. 回収した細胞ペレットに、冷やした凍結保存液
を添加してペレットを穏やかに再懸濁し、その
懸濁液を直ちに凍結保存バイアルに移します
（1.0×106細胞/mL、0.5 mL/バイアルを推奨し
ます）。 

3. 凍結保存バイアルを冷凍コンテナ内で－70°C
に 1 晩置きます。 

4. 凍結保存バイアルを液体窒素中に移すことに
より長期保存することができます。 

 凍結細胞の解凍については「凍結保存ヒト
MSC の解凍」の項をご覧ください。 

 
注：STEMPRO MSC SFM で培養した細胞を解凍する場合につ

いては、初回の播種する細胞数を 2×104 
細胞/cm2

以上にする

ことを推奨します。 



 

   

品質管理 

STEMPRO MSC SFM 基礎培地および STEMPRO 
MSC SFM 添加剤は、ヒト MSC を用いた細胞増殖

アッセイにより性能を試験済みです。このほかに、

STEMPRO MSC SFM 基礎培地および STEMPRO 
MSC SFM 添加剤についての標準的評価として、エ

ンドトキシンレベル、pH、浸透圧を検査し、細菌およ

び真菌のコンタミネーションの有無についての試験

を行っています。 
 
関連製品 

CELLstart（A10142） 
ダルベッコリン酸緩衝生理食塩水（DPBS）, カルシ

ウム, マグネシウム, フェノールレッド（1×）非含有, 
液体（14190） 
ゲンタマイシン溶液（10 mg/mL）, 液体 （15710） 
L-グルタミン, 200 mM（100×）, 液体（25030） 
GLUTAMAX-I, 200 mM（100×）, 液体（35050） 
TrypLE Express（1×）, 液体, フェノールレッド非含

有（12604） 
トリパンブルー色素（15250） 

ウシ胎児血清, MSC 用（12662） 
STEMPRO 脂肪細胞分化キット（A10070-01） 
STEMPRO 骨形成分化キット（A10072-01） 
STEMPRO ヒト脂肪由来幹細胞キット（R7788） 
MesenPRO™ RS 培地（12746） 
 

 


